
文芸コーナー

市政の窓

★決まりを守って利用しよう
　図書館は、誰でも、無料で利用するこ
とができます。
　だからこそ、誰もが気持ちよく利用す
るために、決まりがあります。
　貸し出しの手続きをしてから持ち出す、
期限までに返却する、資料は大切に扱う
（落書きやアンダーラインをしない）、館
内で通話をしない、職員の指示に従うな
どの決まりを守り、みんなが快適に利用
できるようにしましょう。

 今月のイベント
★冬のおはなしを楽しむ会
　大型絵本やパネルシアターなどで、楽
しく過ごしましょう。
日時…12月19日（土）14時～ 14時45分
会場…八日市場公民館１階市民ギャラ
リー　対象…一人で静かに話を聞くこと
ができる４歳から小学校３年生くらいま
での児童　※参加無料
★12月のおはなし会
日時…毎週土曜日（19日を除く）14時～
約30分間　会場…八日市場図書館
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

師
走
に
思
う

こ
と
に
安
堵
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
月
上
旬
は
、
５
日
に
Ｊ
Ｒ

東
日
本
主
催
の
「
駅
か
ら
ハ
イ

キ
ン
グ
」、
翌
６
日
に
は
「
第

69
回
東
総
毎
日
駅
伝
大
会
」
と
、

野
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま

す
の
で
好
天
の
下
で
開
催
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
海
外
に
目
を
転
じ
る

と
、
先
月
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
総

選
挙
で
は
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・

ス
ー
・
チ
ー
氏
率
い
る
国
民
民

主
連
盟
（
Ｎ
Ｌ
Ｄ
）
が
圧
勝
し
、

約
半
世
紀
ぶ
り
に
民
主
化
へ
の

扉
が
開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ

市
内
で
起
き
た
同
時
多
発
テ
ロ

は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ロ
シ
ア
旅
客

機
墜
落
事
故
と
同
様
、
過
激
派

組
織
イ
ス
ラ
ム
国
（
Ｉ
Ｓ
）
が

関
与
し
て
い
る
と
さ
れ
、
関
係

諸
国
で
は
依
然
と
し
て
高
い
緊

　
「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」と

は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
本

稿
が
今
年
最
後
と
な
り
、

月
日
の
た
つ
の
は
本
当
に
早

い
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
月
の
日
照
時
間
は
、
平
年

の
半
分
程
度
と
の
こ
と
で
、
特

に
、
週
末
に
か
け
て
雨
が
多
く
、

「
そ
う
さ
農
業
ま
つ
り
」
も
残
念

な
が
ら
雨
中
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
関
係
各
位
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
、
各
催
し
物
も

無
事
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る

ラ
ッ
キ
ー
く
じ
付
き
紅
白
も
ち

投
げ
で
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

参
加
者
は
袋
い
っ
ぱ
い
の
も
ち

を
手
に
さ
れ
、
ま
た
、
約
３
０

０
本
の
当
た
り
券
の
当
選
者
全

員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
せ
た

張
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
犠

牲
者
の
方
々
に
対
し
哀
悼
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
宗
教
や

思
想
の
対
立
に
よ
る
戦
争
行
為

が
一
日
も
早
く
な
く
な
り
、
自

由
で
平
和
な
世
界
が
訪
れ
る
こ

と
を
念
願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

師
走
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
ク

リ
ス
マ
ス
や
忘
年
会
な
ど
で
、

飲
酒
の
機
会
も
増
え
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
昨
年
の
交
通
事
故

発
生
件
数
の
う
ち
飲
酒
事
故
の

割
合
で
は
、
匝
瑳
警
察
署
管
内

が
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
と
の
こ
と
。

「
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
を
合

言
葉
に
、
飲
酒
運
転
撲
滅
を
目

指
し
、
汚
名
返
上
の
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

№61

図書館だより

休館日…３日（木）、毎週月曜日
年末年始休館日…28日（月）～４日（月）
祝日開館日…23日（水）

短　　

歌

小
泉　

泰
淸
推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

俳　　

句

八
木　

佐
久
司 

推
薦

色
付
き
し
柿
の
葉
は
ら
り
は
ら
り
散
り
木
下
い
つ
し
か
紅
葉
を
敷
き
ぬ

 

飯
倉
台　
　
　

多
部
田
佐
智
子

夕
顔
の
大
輪
の
花
真
白
に
夕
暮
の
庭
明
る
く
見
ゆ
る

 

椿　
　
　
　
　

日
色　

和
江

波
の
間
の
群
青
染
む
る
保
田
の
海
は
る
か
に
け
ぶ
る
岬
の
灯
台

 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

空
澄
み
て
色
と
り
ど
り
に
乱
れ
咲
く
コ
ス
モ
ス
の
花
秋
風
に
ゆ
ら
ぐ

 

八
日
市
場
イ　

川
手　
　

芳

窓
越
し
に
小
雨
に
濡
れ
る
柿
見
つ
め
惑
う
こ
と
な
く
ス
ト
ー
ブ
を
備
う

 

山　

崎　
　
　

依
知
川
雅
一

早
朝
の
平
和
の
像
に
見
守
ら
れ
ゴ
ミ
拾
い
せ
し
人
び
と
に
汗

 

八
日
市
場
ホ　

小
川　

一
夫

子
供
ら
は
選
び
し
道
を
歩
み
た
り
老
老
介
護
の
文
字
の
目
に
留
む

 

安
久
山　
　
　

木
下　

昌
子

頑
丈
の
支
柱
に
か
ら
み
た
る
ま
ま
に
胡
瓜
の
枯
れ
て
秋
深
み
ゆ
く

 

栢　

田　
　
　

渡
辺　

重
雄

小
春
日
の
続
き
気
持
も
晴
れ
ば
れ
し
届
き
し
パ
ン
ジ
ー
苗
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
ゑ
る

 

野　

手　
　
　

石
田　

秀
子

晴
れ
の
朝
も
曇
り
の
あ
さ
も
雨
蛙
鳴
き
て
元
氣
を
告
げ
ゐ
る
如
し

 

今　

泉　
　
　

小
川
み
さ
子

澄
み
渡
る
五
感
を
大
空
の
静
謐
を
語
り
て
倦
ま
ず
グ
ラ
イ
ダ
ー
乗
り
は

 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

治

時
雨
る
る
や
寄
木
細
工
の
店
明
し 

八
日
市
場
ハ　

大
川　
　

子

あ
ん
ど
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あ
て
先…

あ
て
先…

あ
て
先…

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

力
作

募
集
中

宮
本
の
鐘

宮
本
を
歩
く

匝瑳

探訪
115

梵鐘に刻まれた銘文（『八日市場市史　上巻』より）

　

今
年
も
年
の
瀬
に
な
り
、
市
内

の
数
か
寺
で
は
、「
除
夜
の
鐘
」
が

突
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

太
平
洋
戦
争
の
戦
時
中
、
全
国

の
寺
院
か
ら
梵
鐘
（
釣
り
鐘
）
や

仏
具
な
ど
が
武
器
生
産
の
た
め
に

供
出
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
、

飯
高
寺
と
宮
本
（
匝
瑳
地
区
）
熊

野
神
社
の
鐘
だ
け
が
供
出
を
免
れ

ま
し
た
。

　

飯
高
寺
の
鐘
は
１
６
３
９
年
に

造
ら
れ
、「
匝
瑳
郡
飯
高
教
寺
」
と

あ
っ
て
当
時
飯
高
村
が
匝
瑳
郡
に

属
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
と
と

も
に
、
供
出
せ
ず
に
済
ん
だ
当
時

の
住
職
の
苦
労
話
を
伝
え
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

宮
本
の
熊
野
神
社
は
、
８
０
６

年
に
ま
つ
ら
れ
た
と
伝
わ
り
、
匝

瑳
南
条
荘
12
郷
の
総
鎮
守
だ
っ
た

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
か

ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
市
内
の

南
部
地
域
が
「
匝
瑳
南
条
荘
」
と

呼
ば
れ
る
紀
州
（
和
歌
山
県
）
熊

野
三
山
神
社
の
荘
園
で
し
た
。

　

梵
鐘
は
南
北
朝
時
代
・
１
３
５

３
年
12
月
13
日
に
造
ら

れ
、
こ
れ
に
関
係
し
た

僧
侶
と
神
官
６
人
の
名

前
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
心
と

な
っ
た
丸
子
胤
宣
は
紀

州
系
の
家
系
の
人
物
と

み
ら
れ
ま
す
が
、
詳
し

い
こ
と
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
現
在
宮
本
区

に
寺
院
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
当
時
は
神
と
仏
が

一
体
に
な
っ
た
「
神
仏

習
合
」
思
想
の
下
に
、

神
社
に
隣
接
し
寺
院
が

存
在
し
ま
し
た
。
境
内
の
石
灯
籠

な
ど
か
ら
「
王
子
山
光
明
院
安
立

寺
」
が
確
認
で
き
、
１
８
２
５
年

の
年
号
が
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の

後
に
廃
寺
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
11
月

２
日
付
「
千
葉
毎
日
新
聞
」
に
、

こ
の
梵
鐘
の
国
宝
指
定
を
申
請
し

た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

記
事
に
よ
る
と
、
梵
鐘
は
１
９
０

８
（
明
治
41
）
年
に
同
神
社
の
貴

重
品
と
し
て
千
葉
県
に
登
録
さ
れ
、

今
回
神
社
関
係
者
の
総
意
で
県
を

通
じ
て
内
務
省
に
申
請
さ
れ
た
、

と
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
を
伝
え

る
記
事
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
当
時
か
ら
こ
の
鐘
を
守
ろ

う
と
す
る
人
た
ち
の
熱
意
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
申
請
か
ら
42
年
後
の
１
９

５
７
（
昭
和
32
）
年
に
、
旧
八
日

市
場
市
で
最
初
の
千
葉
県
指
定
文

化
財
に
な
り
ま
し
た
。

　

熊
野
神
社
の
梵
鐘
は
現
在
収
蔵

庫
に
保
管
さ
れ
、
目
に
触
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
６
６
０
年
ほ

ど
前
に
造
ら
れ
た
梵
鐘
は
、
宮
本

の
地
が
「
下
総
国
匝
瑳
南
条
荘
」

の
中
心
だ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
０
８
０

川　　

柳

鈴
木　

十
世
志 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

荒
畑
は
子
等
の
陣
地
や
鰯
雲 

横
須
賀　
　
　

吉
野　

ヨ
シ

少
年
の
す
こ
し
依
固
地
に
竜
の
玉 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

湖
の
錦
を
た
た
む
夕
紅
葉 

八　

辺　
　
　

依
知
川
き
よ

酒
飲
み
の
話
し
は
長
し
小
六
月 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

霜
月
や
学
童
保
育
夕
灯
り 

八
日
市
場
ロ　

高
安
せ
い
子

冷
や
か
や
角
の
つ
ぶ
れ
し
鯨
尺 

登　

戸　
　
　

伊
藤　

さ
く

秋
夕
日
真
赤
な
り
け
り
沼
の
底 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

秋
昼
寝
亡
夫
黙
っ
て
立
ち
居
り
ぬ 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

秋
霖
や
点
滴
遅
々
と
夜
も
す
が
ら 

栢　

田　
　
　

櫻
井
富
実
雄

台
風
の
家
を
揺
す
る
は
浮
く
如
し 

野　

手　
　
　

佐
藤　

晃
子

あ
れ
こ
れ
と
気
ば
か
り
あ
せ
る
年
の
暮
れ 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

賀
状
出
し
門
松
飾
り
あ
と
お
せ
ち 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

紅
葉
も
師
走
を
待
っ
て
散
り
始
め 

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

手
酌
酒
孫
が
主
役
の
大
晦
日 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

ス
ー
パ
ー
の
隅
に
師
走
の
募
金
箱 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

宅
配
の
御
節
で
師
走
切
り
抜
け
る 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

ガ
ー
ド
マ
ン
師
走
の
風
へ
仁
王
立
ち 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

歳
末
の
賑
わ
い
遠
く
過
疎
の
村 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

ス
ト
レ
ッ
チ
す
れ
ば
み
し
っ
と
音
が
す
る 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

津

ぼ
ん
し
ょ
う

ま
る
こ
た
ね
の
ぶ

し
ん
ぶ
つ

し
ゅ
う
ご
う

第10回コンクールファミリー
部門・金賞「未来への道」
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